第５回放射線教育に関する国際シンポジウム (ISRE2016)参加案内
１．開催趣旨

学校・社会における放射線・放射能、エネルギー問題等に対する教育はどう
あるべきかを討論し，将来のエネルギー・放射線科学分野の人材育成と確保及
び放射線を含む近代生活に伴う種々のリスクに関する市民の正しい理解を高め
ことにより、科学技術の恩恵を受けやすくすることを目指す。
本シンポジウムは、神奈川県葉山町での第１回(ISRE1998)、ハンガリー国デ
ブレツェン市での第２回(ISRE2002)、長崎市での第３回(ISRE2004)、及び台湾
新竹市での第４回(ISRE2008)に続くもので、これからの地球規模的エネルギー
問題解決の課題を学生及び市民をどのような教育すべきかについて討論し、そ
の成果を国際的に情報発信する。
特に、本シンポジウムで多くの参加者を予定しているアジア諸国・地域では、
基幹エネルギーとして原子力に対する期待が大きく、かつ国際的動向に関心が
強い。この機会に、放射線について一層の国民的な理解と国際交流を深めるこ
とにより、この分野の相互理解と人材育成に貢献したい。
２．開催概要
開催日：2016年12月16日（金）～19日（月）
会場：　郡山商工会議所会館（福島県郡山市清水台1-3-8）

主催：　ＮＰＯ法人放射線教育フォーラム
３．テーマ
1. 学校・一般市民に対する放射線教育

2. 低線量放射線の人体影響と防護

3. 自然放射線・放射能

4. 放射線リテラシー
5. 科学技術の応用に伴うリスク問題
6. 放射線に関わる科学技術分野の人材育成

7. その他（理科教育、教育問題、国際比較など）
	４．開催日程

	
	午　　前
	午　　後
	夕　　方

	12月
16日
(金)
	11:00参加登録～　
	14:00開会
開会挨拶  長谷川理事長
基調講演　有馬朗人
同　　　　Dr.Geraldine 

Thomas
	17.00　ウェルカムドリンク

	12月
17日
(土)
	8:30 口頭発表(募集中)

(日本、台湾、タイ　発表者9件)
	13:00口頭発表(募集中)

(日本、台湾、タイ　発表者
10件)
	16:30ポスター発表(募集中)

(台湾、タイ、日本発表者)

	12月
18日
(日)
	見学会　福島環境創造センター
交流棟　会場→センター(見学・
説明)→会場
内容：福島での放射線教育、福島
第一原子力発電所事故、環境回復
などの現状理解
	13:00基調講演 山下俊一　
長崎大学
14:30 口頭発表(放射線の
学校教育)

(日本、台湾、タイ　発表者
6件)


	17:00ガラディナー

	12月
19日
(月)
	見学会　東電電力福島第二原子力発電所
放射線教育フォーラムの会員で見学会申込をした人の内先着１５名限定


５．一般講演の募集について
　募集する一般講演には口頭発表とポスター発表がある。申込む場合は、どち
らかの発表を選択し、発表者氏名、所属、及び講演要旨を2016年11月1日

まで　forum@ref.or.jp　宛にメール送信する。申込みが受理された場合、講演
論文原稿を執筆し2016年12月16日(シンポジウムの開会日)まで提出していた
だく。また、講演申込み締切後に要旨付の講演リストを申込者に配信する。
講演要旨及び講演論文の原稿はWord 形式またはPDF形式とし、講演要旨は
A4で1ページ以内、講演原稿は図表、引用文献を含めてA4で2～8ページと
する。講演の表題及び要旨は英語とし、和訳をその直下に付記する。表題の下
は1行空けて所属を記し、その下に著者名、さらにその下に住所及びe-mail
アドレスをそれぞれ併記する。所属、著者名、住所にはそれぞれの和訳を直下
に併記する。講演論文については、本文の前に要旨(Abstract)を付ける。本文
については和文も許容する。
原稿の書き方は、英語はTimes New Roman、日本語は明朝体とし、字のサイ
ズは講演表題のみ16ポイント(太字)、その他はすべて10.5ポイントとする。
ページレイアウトは40字40行、余白は上下それぞれ30mm、学校・社会にお
ける放射線・放射能、エネルギー問題等に対する教育はどうあるべきかを討論
し，将来のエネルギー・放射線科学分野の人材育成と確保及び放射線を含む近
代生活に伴う種々のリスクに関する市民の正しい理解を高めことにより、科学
技術の恩恵を受けやすくすることを目指す。
提出された講演原稿はシンポジウム終了後の編集委員会による審査を経て論
文集として刊行する予定。　
　

Instructions to Contributors for Proceedings of ISRE2016
Manuscripts must be typewritten, double-spaced and should be submitted in duplicate at the 
reception desk of the Symposium. After the revision of their manuscripts and the acceptance by the 
Editor, would authors please send an electronic file by e-mail directly to the Editor’s office 
(forum@ref.or.jp). The e-mail address of the corresponding author should be given on the 
manuscript.
The list of references should include only publications cited in the text and should be ordered 
numerically. Following are examples of the appropriate format to be used:

a) Articles from journals:

   Adloff, J. W.: Hot Atom Chemistry 1976. Radiochim. Acta 23, 137 (1976).

b) Articles from non-serial collective publications:
   Alexander, J. M.: Recoil Techniques as Tools for Nuclear Reaction Studies. In: Nuclear

   Chemistry (L. Yaffe, ed.). Academic Press, New York 1968.

c) Books: 
   Friedlander, G., Kennedy, J. W., Miller, J. M.: Nuclear and Radiochemistry, 2nd ed., John
   Wiley and Sons, Inc., New York 1964, p. 530. 

Tables should be numbered consecutively with Arabic numbers. Footnotes in tables should be 
indicated by lower-case suffix letters, beginning with an ‘a’ in each table.

Illustrations, whether photographs, maps or diagrams, should also be numbered consecutively and 
submitted on separate pages. Colored reproductions cannot be published unless the authors agree to 
bear the costs. The maximum space available in a column is 16 cm in width and 22 cm in height. A 
medium width of 8.0 cm may also apply. Captions should be listed on separate pages.
６．参加登録費について

6-1　参加登録料、早割登録並びに直前登録を受ける人は参加登録費を事前に
　　　　　　　　 所定の参加登録料支払先の金融機関に代金を振込んで下

さい。
早割登録（12月1日まで）　　　　一般：15000円　教員・学生：8000円

直前登録（12月2日～12月15日）一般：20000円  教員・学生：10000円

現地登録（12月16日～18日　　）一般：25000円　教員・学生：12000円

　同伴者：5000円

6-2　参加登録料の支払先：
6-2-1 みずほ銀行／虎ノ門支店 

普通預金　口座番号：４０２０５２７

口座名義：特定非営利活動法人放射線教育フォーラム

6-2-2　ゆうちょ銀行
振替口座

　　　　        口座番号：００１２０－５－６０３２４５

　　　　　　　　口座名義：特定非営利活動法人放射線教育フォーラム

　　　　　　　　（郵便局に備え付けの振込取扱票を使用ください）
参加登録費は、参加者のガラディナー代、コーヒーブレイク代、発表論文集

などの費用が含まれます。
７．ホテル等の宿泊について　
　国内参加者は各自で予約してください。宿泊ホテル名及び期間をシンポジウ
ム会場受付の場で、事務局にお知らせください。
海外参加者は宿泊希望を12月1日まで受付けます。
８．その他

　基調講演、口頭発表、ポスター発表、見学などに関する詳細な情報は講演プロ
グラムの編成が進んだ段階で発信する予定。
問合せ先：〒110-0015　東京都台東区東上野6-7-2萬栄ビル202号室

NPO法人放射線教育フォーラム事務局　　田中 隆一、辻 萬亀雄

E-mail: forum@ref.or.jp
URL:http://www.ref.or.jp
TEL: 03-3843-1070       FAX: 03-3843-1080
第5回放射線教育に関する国際シンポジム(ISRE2016）参加登録申込書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込み日付　平成２８年　 月 　日

氏名　　　　　日本語：                  英語：
 同伴者氏名　 日本語：                  英語：

所属（元所属を含む）：
所属住所　：　〒
電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX

Eメールアドレス
福島第二原子力発電所見学（放射線教育フォーラム会員限定で先着１５名様限定）
　不要な項目を２重線で消してください。

　見学希望　　　　　　　　　　見学希望せず
参加登録料予定支払先

　不要な項目を２重線で消してください。

　　　　みずほ銀行　　　　　　　　　ゆうちょ銀行
発表題目（英語）

　　　　　　　　
（和訳）

　　　　　　　　
発表形式

　□　口頭発表　　　　　　□　ポスター発表　　　　　□　その他（資料展示など）
